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【緒言】 
荷電コロイド粒子は粒子間の表面電荷数の増加に伴い、粒子が無秩序に分布し
た液体状態から、規則正しく配列した結晶状態に相転移する。コロイド結晶は、
その光回折
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【実験方法と結果】 
金属吸着能をもつアクリル酸ゲルを用いて、目的物質である In3+を吸着させたの

ち、モノマー（アクリルアミド）、架橋剤、重合開始剤を含む荷電ポリスチレン粒
子/水分散系に加え、UV照射により高分子ゲル固定を試みた。このゲルを 0.1N HCl
に浸漬させ In3+を脱着させた後、超純水で洗浄（pH7）した。次に 0.01N NaOHに
浸漬し、超純水で洗浄(pH7)して、Inインプリントゲルを包含したコロイド結晶固
定ゲルを得た。結晶状態を保ったまま In インプリントゲルを包含したコロイド結
晶のゲル固定に成功した。アクリルアミドの加水分解を利用したコロイド結晶固
定ゲルの In導入実験についても報告する。 
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